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第 3章では、血漿成分存在下における EGCg の抗酸化能について検討した。洗浄赤血球



















































分をもつ EGCgが最も強い抗酸化能を持つとの結果を得た。第 2章では、EGCg の抗酸化
機序について詳細に検討し、EGCg は膜脂質と膜タンパク質の酸化を抑制することにより







応用できることの可能性を明らかにした。第 5 章では、めし緑茶同時摂取は緑茶摂取 1 時
間後、めし摂取に比べ、血糖値の有意な上昇を抑制し、生体酸化ストレス値も低い傾向に
あることを推定した。めしと同時に摂取した緑茶は、血糖上昇を緩慢にさせる結果、急激
なグルコース代謝の低減をもたらし酸化ストレスを抑制するのではないかと推察するとと
もに、構築した生体酸化ストレス評価法は食品微量成分の評価法として利用可能であると
結論した。審査員一同は、学位請求論文審査会並びに公聴会の結果を踏まえ、本論文を博
士（学術）の学位論文として価値あるものと認めた。 
